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りぶらいおん特集：中川幾郎氏講演会録
「図書館づくりはまちづくり」
～参画と協働の先にあるもの～

　図書館交流プラザ（愛称：Libra）は、「図書館」
「活動支援」「文化創造」「交流」の 4つの機能で構成
されています。りぶらサポータークラブ (LSC) は、
Libra の施設活用をサポートする活動をしています。

2010年 2月の「りぶらまつり」にむけて
「りぶらフォーラムⅢ」を開催しました
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中川幾郎氏講演録（概要）
「図書館づくりはまちづくり～参画と協働の先にあるもの～」

日時：平成21年 5月 30日（土）　
　　　      14:15 ～ 16:10
場所：Libra 301～ 303会議室
中川幾郎氏プロフール
　1946年大阪府豊中市生まれ。同志社大学経済
学部卒業後、96年 11 月まで豊中市役所勤務。 
現在、帝塚山大学法政策学部教授、日本文化政策
学会会長、豊中市図書館協議会委員長。

はじめに
　私は、豊中市の図書館協議会の委員長
というお役を仰せつかっています。豊中
市図書館では「自己評価システム」を作
りました。なぜこの評価システムを作ら
なくてはいけなくなったかというと、全
国に吹き荒れましたあの指定管理者制度
の荒波が襲ってきたからです。
　そして、「図書館行政は指定管理者制度
にはなじまない」という結論を出して、全
国的に注目されました。完全にはなじま
ないということではなく、部分部分をパー
ツにして一部分をばらすことはできるけ
れども、総合的な政策としての図書館行政
をすべて指定管理者に任せるということ
は自殺行為である、という結論です。
　中部から関東のほうにも、もう既に指
定管理者に移ってる図書館もあるわけで
すから、今頃そんなことを言われてもと
いう方もおありでしょうが、その理由を
今からご説明します。
 
１．自治体文化政策の基本的な視点
　文化政策は一体何のためにあるのかと
いうことを、もう一遍基本から考え直さ
ないといけません。日本文化というのは、
実は、もともとのローカルな文化があっ
て存在するのです。
　地付きのローカルな文化こそが、本当
の市民文化・地域文化だと考えるならば、
たとえばこの岡崎の文化も、日本の文化
の基底をなす一つの部分であると考える
べきです。ですから私たちは、自分の足
もとに目を据えて、自分の文化を見直さ
なければいけません。しかし、このよう
な自分の地域の文化を大事にしようとい

うことを、地方公共団体がやらなくてど
こがやるんですかということです。

(1)「文化的に生きる権利」
　　文化活動の三つの側面に注目
　バブルの頃のように、「暇と金が余っ
たから文化」ではありません。自治体文
化政策の根底には、「市民が文化的に生き
る権利を地方公共団体は保障するべきで
ある」という理念が明確に存在します。
その文化的人権の中身を、「①誰もが自由
に豊かに自己を表現する権利、②誰もが
社会や時代や他の集団と関わってコミュ
ニケーションできる権利、③誰もがいつ
でもどこでも学び自分を変えて発達させ
る権利」として理解し、私はこれを「表
現・交流・学習の権利」と言っています。

(2) 文化の次元
　　文化行政の三つの資源に着眼
　では、文化行政はどういう形で手掛け
られていくべきでしょうか。
　ヒューマンウェアなくしてソフトウェ
アは存在せず、ヒューマンとソフトがな
くて何がハードか、という問題になりま
す。この順番が間違っていたのです。ハー
ドからソフトではなく、ヒューマンから
ソフト、ソフトからハードと進める。
　Libra のように、ハードがすでにきれ
いに完成されているなら、より一層エネ
ルギーをヒューマンウェア開発に向ける
馬力が出るわけですから、ものすごく有
利なところに来てると考えたらどうで
しょうか。まず人ありて仕組み、人と仕
組みありて物、という順番を忘れてはな
りません。

(3) ひと・まち・役所
　　文化行政の三つの舞台と主体に留意
　文化政策の領域と主体は三つに分かれ
ます。市民文化開発政策と都市文化確立
政策と行政文化改革政策です。私はこれを、
市民文化・都市文化・行政文化という三つ
の領域に分けて、いろんな都市の政策づく
りや文化計画づくりをやってきました。
　図書館には図書館法、公民館には社会
教育法という法律があります。しかしな
がらこの法律は基準を定めているだけ
で、そこで行われていることの大半は、
地方公共団体の自己責任で行う自治事務
です。
　市民文化政策とは何かというと、市民
の手による市民企画、市民責任事業をど
んどん拡大していき、市民同士が横につ
ながること。市民同士の横のチャンネル
を増やすこと。市民同士の異種配合を
もっともっと増幅させること。そのこと
によって市民社会の文化密度を高めるこ
と。それが市民文化政策の目標です。

２．図書館づくりは「まちづくり」そのもの
(1)ひとづくり・「市民」開発の拠点として
　人づくり・市民開発の拠点として、市
民が生まれてくる図書館づくりはどのよ
うに認知されるのでしょうか。私はここ
で市民という言葉を使っていますが、こ
れは政治学的に言う市民です。地方自治
法でいう住民ではありません。

(2) 仕組みづくりの拠点として
　図書館は市民の中でも、研究熱心で学
習意欲にあふれた動機付けの高い人が集
まる場所です。ただ本を読むだけでなく、
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本を借りに来るだけでなく、もっと能動
的に、学習意欲に満ち溢れた自己や社会
への開発意欲の高い人々が、火花を散ら
して出会う場でもあります。単に読書室
や資料閲覧室だけでいいという図書館は、
私は反対です。セミナー室や交流室、学
習研究室、講座室を作れと言っています。
　そうすると、公民館と変わらないと言
う人がいます。公民館と同じではありま
せん。研究機能がある点が大事です。研
究支援機能がある。つまり図書館は市民
研究所なんです。
　でもただ単に休みたいという人も来て
いい。そのように様々なグラデュエー
ションの市民が次々やってきては休め
る、楽しめる、活動できるようにしなが
ら、全部が全うできるようにうまいこと
組み立てよう、と言っているのです。

(3) 施設づくり (施設の活用 )
　人をつくっていく、人間関係がつくれ
る場としての図書館のあり方を考えた
い。仕組みができていく場所であり、研
究のシステムができていく場所。人と人
が協働し合って協働企画事業が出来上
がって、そういう実践が積みあがってい
く。また、協働企画のスキルが鍛錬され
てたまっていく。図書館は、そういう場
であってほしいですね。
　市民も管理能力を持ち、自分たちで
ルールを考えて自分たちで管理ができる
統治能力を持たないといけません。これ
をガバナビリティーと言います。自分た
ちでルール作りをして、自分たちでその
ルールを行使できるような、そういう能
力を持つことです。
   それが生まれてくる場所も、実は施設
ではないかなと思います。ですから施設
を活用していく場合、どのような活用方
法があるかをみんなで議論しながら、こ
ういう施設はこう使えばいい、というよ
うな目標となる夢づくりとともに、利用
ルールを合わせて議論できるような、そ
ういう集団が生まれてこなければなりま
せん。その担い手となるホンモノの市民
に成長するような場が、生涯学習とか図
書館のような場ではないのかと思います。

３．図書館事業の意義と方向の変革
(1) 要求課題と必要課題を精査する
　それでは、図書館事業をこれからどの
ように活性化させるかということです
が、図書館がカネとヒマの余った人だけ
が得をする施設では困ります。もっとき
ちんとマーケティングをしていかなけれ
ばいけません。
　それには、図書館の蔵書とか図書館活動
のやり方に関する物差しの作り方に課題

があります。私は、必要課題と要求課題を
分けましょうと言ってます。必要課題とい
うのはニーズのことです。要求課題はディ
マンドです。別の言葉で言いますとニーズ
は潜在需要、ディマンドは顕在需要とも言
います。

(2) 貸し出し事業と自主事業の意義
　貸し出し事業だったら「貸してあげま
す」というスタイルではなくて、読むと
いうことの楽しさを、もっと子どもにも
広げていくことが大事だし、なかなか図
書館に来られない人にも、図書館に来た
らこんな楽しいことがあるよと、アウト
リーチする必要があります。それから、
必要課題事業を掘り起こしていくため
に、自主事業をやる必要があります。

４．市民自治と図書館
公共性と「協働」の問い直し
　図書館は、市民自治を活性化させる起
爆装置、あるいは培養装置になっています。
ところが現状では、大衆迎合路線と市民社
会開発路線とがグチャグチャに議論され
てるのが、実際の文化政策議論です。
　パブリックとは、公開・共用・共同利
用のことです。公開され共同利用するこ
とで、社会がよりよくなりみんなが幸せ
になるという分野は、政府だけが持って
いるものではありません。
　公のプライバシー領域と市民側のプラ
イバシー領域とがありますが、プライバ
シーというと「私」と考えるから間違え
るのです。プライバシーとは「公」の反
対で、「閉鎖」「専用領域」のことです。
　民間に移したいというのが民営化です。
民間の側からできるだけ参入して、公共
領域に意見を言いに入る、これが協働化
です。指定管理者の議論に危ない部分が
あるというのは、安くつくからそこに任
せるというのがあるからです。下手をす
ると、何もかも失う危険性があります。
　協働には、意思形成段階、意思決定段
階、実行段階、評価修正段階と四つの段
階があります。これらの頭に政策をつけ
れば政策形成段階、政策決定段階、政策
実行段階、政策評価修正段階となります。
この四つのプロセスのすべてに、市民が
ちゃんとかかわりが持てる回路が開かれ
ていることが参画です。
　参画しなければ、協働はできません。
参画の画は計画段階から関わるという
意味です。この Libra が作られるときに
は、計画段階から市民が関わってるはず
です（政策形成）。議論も公開でやって
いるはずです（政策形成）。決まるプロ
セスにも市民が関わっています（政策協
働）。実行の時も市民が関わります（事

業協働）。そして、何年か経って見直し
評価する時も市民が関わります（事業協
働）。しかしそれが全部同じ市民である
必要はありません。入れ替わり立ち替わ
り変わってもらって結構です。公開とい
うのも、出たり入ったりも自由です。　
　協働とは、各プロセスに市民を参画さ
せることです。その行いの経過プロセス
を意味します。参画しなければ協働は成
り立たない。部分的な参画は、参加と言
います。
　政策形成段階から市民と一緒にやって
いこうとしたら、一緒にやれることは
いっぱいあります。しかし行政は、参画
する市民を一般公募をかけた場合に、来
てくれる市民の層に問題があると泣きま
す。行政は、経営者として、一緒に痛み
も分かち合える感覚の持てる市民がほし
いと考えています。これは、市民側の課
題です。

５．行財政改革の落とし穴を見抜く
   NPM(New Public Management) 理論
の無批判な信奉があります。①成果主義、
②市場原理の導入、③分権化、④顧客満足
志向、①～④のいずれにおいても、我が国
では解釈間違いか失敗を犯しています。

６．図書館自己評価システムの意義と見方
　豊中市の図書館は、基本的な政策目標
をはっきり体系化し、理念を明確にしま
した。ここで重視すべき価値の順番は、
公共性、政策の有効性、事業の効率性、
経済性と考え、間違っても経済性を優先
して有効性、公共性を没却することのな
いようにしなければなりません。
　つまり、インプットは経費、アウトプッ
トは生産量、アウトカムは政策の有効性
という、この三つを絶えず考える必要が
あるということです。これが私が冒頭に
申し上げた、「いったい私は、何のために、
誰のために、何を供給する仕事をしてる
のか」を、一人ひとりが意識しなければ
ならないということです。
　その理念をたたきあげるのにも、政策
のプログラムを考えるにあたっても、絶
えず利用者市民、サポーター市民、ボラ
ンティア市民と交流しながら、意見がど
んどん流入していく形をもっている必要
があります。そのようにして運用される
図書館は、すごく機動的で戦える図書館
になれるよというところから、この政策
評価も自己評価システムも、図書館協議
会の名において市民と職員との協働で作
りました。

※ 講演録詳細は、ホームページで随時
掲載していきます。
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聞く、読む、
観る、話す、
楽しむ、伝える。

私の一冊　vol.3　「天使の運命上･下」　イサベル・アジェンデ 　PHP研究所
　読み出したらやめられない小説にめぐりあうこと、本
の世界に入って、登場人物たちと同じ時間を生きる感覚
を味わうことは、読書で得られる無常の喜びの一つです。
ラテンアメリカではベストセラー作家の一人であるイサ
ベル・アジェンデは、どの作品でもそんな至福の時間を
提供してくれる稀有な作家のひとりです。
　19世紀、南米チリの港町で、捨て子として 3人兄妹の

イギリス人一家に引き取られたエリサ。とびきり魅力的で曲者揃いの登場人物たちが、エリ
サの幼少期を彩っていきます。やがて成長し、アメリカに渡った恋人を追って、ゴールドラッ
シュ真只中のカリフォルニアへと旅立つのですが ...。
　これでもかとばかりに次々とやってくる困難を乗り越え、自分の道を切り開いていくエ
リサの姿に、何度も拍手喝采を送りたくなります。またどの登場人物たちにも、それぞれの
物語があり、強いシンパシーを感じさせます。本書は Libra の 1階レファレンスライブラリ
ーのスペイン語文学の棚にあります。このストーリーは、時代を経てアジェンデのデビュー
作「精霊たちの家」のにつながっていきます。併せて読まれることをお薦めします。

中央図書館企画管理班所属。岡崎むか
し館と内田修ジャズコレクション展示
室の魅力向上のため、事業の企画から
実施まで取り組むほか、図書館視聴覚
ブースの「りぶら映像アーカイブス」
も担当しています。岡崎の懐かしい映
像、ぜひご覧ください。

三浦 健仁（みうらたけひと）

号が必要になります。(注)FAXやE-mailでの予約は不可。

③ 打ち合わせ
　ホール技術担当と事前の打合せが必要です。内容によっ
てはできないこともあります。チラシなどの印刷前に打合
せをお願いします。打合せには、利用内容、タイムスケ
ジュール、舞台などの配置計画が明らかであると円滑に進
めることができます。

④ 本申請・使用料納付
　利用する日の 20日前までに、本申請・使用料を納付
してください。ホール担当との打合せを済ませた後に本
申請をお願いします。使用料は、まず基本使用料をお支
払いいただき、附属設備については、使用した分につい
て利用当日に納めていただきます。

⑤ 利用　⑥ 附属設備使用料の精算納付
　利用する際は、利用証を受付で提示してください。貸
付ボードに利用証をはさみお渡ししますので、帰りに返
却し実際の利用人数を報告してください。

【留意事項】
・ ホールは午後 10時までの利用となりますが、この場合
　本館駐車場への 9時過ぎの入館はできません。原則と
　して、東駐車場をご利用ください。また、駐車場は受
　付でチェックをしていただければ 3時間まで無料にな
　りますが、主催者であっても 3時間までしか無料にな
　りません。
・ 利用者登録の内容を変更する場合は、すでに発行した
　利用者登録証を持参し、窓口で行ってください。電話
　等での変更は誤りの元になります。 
・準備と片付けの時間を充分にとって、計画・利用をお願
　いします。

【これまでの主な利用実績】
　ピアノ発表会、コンサート、ロックライブ、ライブ&パー
ティー、シンポジウム、講演会、映画会、展示会、朗読劇、
ワークショップ、交流会など

ホールの利用について 市民活動総合支援センター

【ホール利用の手順】
①利用者登録→ ②予約→ ③打合せ→ ④本申請・使用料納
付→  ⑤利用→ ⑥附属設備使用料の精算納付
※手続きは２階受付で。③は事前調整が必要です。

① 利用者登録
　まだ利用者登録をしていない方は、登録が必要です。こ
の登録がないと利用申請ができません。窓口に来ていただ
いて説明を聞き、登録を済ませてください。

② 予約
　ホールの予約は、毎月最初の開館日の午前9時30分より、
1年後の月の利用抽選会を行います。抽選会の翌日からは、
インターネットで空き状況を確認し、電話または窓口で行っ
てください。この際に「①利用者登録」で登録した登録番
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「りぶらフォーラムⅢ」報告
　去る 7月 18日（土）、りぶらフォーラムⅢ「あなたの知らない Libra」が Libra ホールにて開催されました。

今回のフォーラムは、来年 2月 27、28 日に Libra 全館を使って行われる予定の「りぶらまつり」に向けて、

①これまで行われてきた「あなたの知らない Libra の活用法」を知る、②延藤先生による高知県赤岡町の「冬

の夏祭り」紹介、③参加者一人ひとりがやりたいことを提案し、そのアイディアをつなげて Libra のガリバー

マップ（※）に配置するワークショップと盛りだくさんの内容で、予想を上回る盛り上がりを見せました。

　今回は広報方法に工夫を凝

らし、新たな参加者層を開拓

することを目指しました。そ

れが「招待状」方式です。チ

ラシの代わりに高級感のある

結婚式のそれを思わせるよう

なデザインの招待状を作り、

LSC 交流部が中心となり、500

枚の招待状を「ぜひこの人に

来てもらいたい」という方々に直接手渡しました。

　また、1枚 1枚に通し番号をつけ、来場者に抽選であ
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7
・芝生の上に寝転んで！『夜空の星』

・着ぐるみで！『缶けり』『鬼ごっこ』

　『フォークダンス』『フルーツバスケット』

・集まれ昭和のヒーロー！『怪獣まつり』

・道にはなが～い白い布！公道を使った巨

大ペイント

・わらじを履いて大ウォーキング

・知りあい、学びあい、育ちあう！まちで演劇

心のうんどうかい

＠芝生広場、プロムナードなど

つ

な

が

りん
温故知新

・昔なつかし！『寸劇』

・市電の頃を見てみたい！

　『昔のまち並み写真展』

まちへ飛
び出そう!

ぐ

つぎ

なに

がぜん

りんじん

ぐあい

１．次から次へと思いっきり楽しい
   取り組み、『とびだすガチャどん』

ちんどん屋、フォトコンテスト、ふうせ
ん遊び、中高生アート⇒表現の時代)

２．何げない市民の英知をあつめた触発の場、
『のんびりぶら』
温故知新、朗読、昔話、ジャズ、（冬なのに）流しそう
めん⇒心あたたまる笑顔

３．俄然、日常を逸脱する『心のうんどうかい』
子どものまち、遊びながら、人とまちの関わり、知り合い、学びあい、
育ちあい
⇒タンケン、ハッケン、ホットケン、みんな着ぐるみでいこう!

４．隣人も、みんな宇宙と融合しよう
時事(ジジィ)討論、ババァ討論、ルンルンで、太極拳、もちつき、
私と他者がつながっている！

５．具合のよい、遊び心で『La Book』や『わくわく子育てカフェ』
詩のボクシング、同人誌、わくわくコース、ルンルンコース、マンプクコース

つぎ

なに

がぜん

りんじん

ぐあい

１．次から次へと思いっきり楽しい
   取り組み、『とびだすガチャどん』

ちんどん屋、フォトコンテスト、ふうせ
ん遊び、中高生アート⇒表現の時代)

２．何げない市民の英知をあつめた触発の場、
『のんびりぶら』
温故知新、朗読、昔話、ジャズ、（冬なのに）流しそう
めん⇒心あたたまる笑顔

３．俄然、日常を逸脱する『心のうんどうかい』
子どものまち、遊びながら、人とまちの関わり、知り合い、学びあい、
育ちあい
⇒タンケン、ハッケン、ホットケン、みんな着ぐるみでいこう!

４．隣人も、みんな宇宙と融合しよう
時事(ジジィ)討論、ババァ討論、ルンルンで、太極拳、もちつき、
私と他者がつながっている！

５．具合のよい、遊び心で『La Book』や『わくわく子育てカフェ』
詩のボクシング、同人誌、わくわくコース、ルンルンコース、マンプクコース

　　延藤先生まとめ

・見つけよう！『私の1冊』

　伝えよう！『私と読書術』

・新たな発見！『図書館探検隊』

・ひとりの時間をつなげよう！

　『詩のボクシング』

・本の養子縁組！Book Adoption

Ｌａｂｏｏｋ

本が好き
We love
books

5

・忘れまい、あの豪雨！

　『岡崎集中豪雨ボランティア同窓会』　

　(もちつき、炊き出しを囲んで)

・宇宙と融合！『太極拳』

・年の差なんて関係ない！『みんなで踊る社交ダンス』

みんな集まれストリート

お祭り広場
をつくろう

1

・生演奏BGM付き！『大人向け朗読会』

・プロムナードはバージンロード！『りぶら婚』

　(階段で挙式、ホールで大披露宴)

・子どもが主役！『子どもの音楽会』

・世界の短編全ジャンル！『映画三昧』

・素人・有名人混在！『漫才ライブ』

・コスプレファッションで！『同人誌発売会』

・地場産業を活性化！『即売会と実演会』

・老若男女一緒になって！『時事討論会』

ホールイン１        2
ホールで１番
の喜びと１番
の笑顔を

3
歴史を未来
へつなごう

＠ストリート広場など

アーティスティックさろん4

・階段を飾ろう！『特大雛飾り』

・自分の分身を作って並べよう！

　『まちを着飾る展』

・みんな自分をPR！『市民団体PRブース』

・全員参加！『自由な巨大ペイント』
学ぶ楽しさ、
伝える喜びを
アートしよう

＠お城通り、お堀通り、廊下、階段 
   などの共有スペース

＠ポピュラーライブラリー、グループ室
　　など　

8
・テラスでのんびり！『足湯』

・みんなで朝まで！

　『生ディスカッション』　

・大人が主役！『お酒バー』

・吹き抜け活用！『冬の流しそうめん』

・国際交流！『万国旗博覧会』

・多国語で発表！『新しい民話の発表会』

のんびりぶら

＠国際交流センター（LICC)、
　会議室、 3階テラスなど

                      
国を超え、

年齢を超え、
性別を超えて　　

＠ホール

＠岡崎むかし館など

6
・Libra発！康生を練り歩く『ちんどん屋』

・木のおもちゃをつくって遊ぼう！

　『Libraのお庭で遊び隊』

・こどものまち出現！『りぶら横丁』

・身近なもの、自然のものを使って！

　『即席楽器生演奏とリトミック』

・今日のベストショット！　『フォトコンテスト』

とびだすガチャどん

＠創作室、ストリート広場、康生など

9
・わくわくコース,ルンルンコース,まんぷくコース！

　『子育て託児付き癒しカフェ』　　

・手遊び、お絵かき！『身体を動かす読み聞かせ』

わくわく子育てカフェ

＠3階和室

子どもは遊び
大人は癒しの

時間を

絵になる祭り
をつくろう

ガチャガチャ
騒いで、外へ
飛び出そう

心も体も解放
して、夜まで

遊ぼう

りぶらまつり
でこんなことがしたい!!

　りぶらまつりに向けて,9つのグループが生まれました。この他にも
「こんなことをしたい」という方のご参加、「こんな人を誘いたい」と
いう方のご紹介をお待ちしております。みなさんの「活動の蓄積」と
「個性」を、りぶらまつりで解放しましょう。

みんなで “TSUNAGARING”

LICC

7

Libra Supporter Club

Libra I on6

Libra Supporter Club

Libra I on
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Libra Supporter Club

りぶらグッズ、

愛フェス 2009 で先行販売 !!

9/5( 土 ) ・6( 日 )←入場チケット (500 円 ) を LSC に投票してね !

モリコロパークでりぶらいおんを探せ !!

トートバッグ　1,000 円

コットンバッグ　500 円

缶バッジ　　　　100 円

絵はがき 100 円（６枚セット 500 円）

岡崎りぶらぶらりマップ 100 円　　　←市民活動センターで好評発売中

}
←8/30 から市民活動センターで販売

9/27：福祉まつり（中央総合公園）で販売

11/1 から：Libra 市民活動センターで販売

街灯編 食べ物編 人物編

観光編 建物編 二七市編岡崎りぶらぶらりマップ

Libra を中心に、

人が歩くことで町の魅力を再発見し、

活性化をサポートするツールです。
茶畑和也氏の素敵なイラストが魅力 !!

岡崎市立図書館は岡崎市民の知恵袋。

本や学習道具を入れて、Libra の通い袋としてご利用ください。

PostCard

１０月１７日（土）10:00 ～ 12:30「対話集会」開催
１部：前期プロジェクト活動報告 /2部：ワークショップ
参加自由：Libra 利用者の皆様の声をお聞かせください。

缶バッジ（32mm ） コットンバッグ

「りぶらいおん」

260 × 330(mm)

トートバッグ

「Libra I on」

360 × 300 × 140(mm)

トートバッグ

「りぶらサポータークラブ」

360 × 300 × 140(mm)



Libra I on

Libra Supporter Club

りぶらサポータークラブ　活動カレンダー

9
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愛フェス 2009 で先行販売 !!

9/5( 土 ) ・6( 日 )←入場チケット (500 円 ) を LSC に投票してね !

モリコロパークでりぶらいおんを探せ !! ������� ����� ������� ���� ���� ������������������
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Libra Calendar

りぶら　イベントカレンダー
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Libra Calendar

りぶら　イベントカレンダー
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Colum & LSC Information

「りぶらサポータークラブ」のご案内

　図書館が好きな方、何かボランティアをしてみたい
方、岡崎のまちが好きな方、文化や国際交流の発展を
願う方など、いろいろな人が集まっています。
　りぶらサポータークラブを通じて、Libra をより身
近に感じながら、一緒に、より魅力のある場にしてい
きませんか？

　● Libra のサポーターの集まりです。
　●市民と Libra が協働して作り上げています。
　● Libra がより活用されるよう考え、行動します。
　● Libra での利用者の活動をサポートします。
　●市民の生涯学習を応援します。

会員募集
　この会の趣旨に賛同し、お力添えをいただける方は、
ぜひご入会ください。また、会の目的を達成するために、
賛助・協力してくださる方々のお力が必要です。何卒、
私たちの趣旨をご理解いただき、絶大なご支援を賜り
ますよう、お願い申し上げます。
 　　　　 (1) 個人会員 : 年会費   2,000 円
  　　　　(2) 団体会員 : 年会費   2,000 円
  　　　　(3) 賛助会員 : 1 口      1,000 円 ( 随時 )
　年会費の期限は4月1日から翌年の3月31日とし、
賛助会費は随時受け付けます。年度途中の入会におけ
る年会費については、9月末日以降の入会をもって半
額とし、納入された会費は、返却しないものとします。
年会費は、名簿の作成・通信費等の会の運営費として
使用し、賛助会費は、会の運営費を補うほか、事業実
施等の経費として使用します。

〒 444-0059 岡崎市康生通西 4丁目 71番地
岡崎市図書館交流プラザ市民活動センター内 
りぶらサポータークラブ事務局
TEL/0564-23-3114 FAX/0564-23-3142
librashien@city.okazaki.aichi.jp

Libra I on vol.　   2009/9/1 発行　2008/11/1 創刊
◆編集・発行　りぶらサポータークラブ　広報部

●　編集後記　● 5

　前号の特集で取り上げられた『りぶらぶらりマップ』。これを両手で広げつつ、早速りぶら周辺ぶ

らりと歩いてみました !

　温かみのある色で描かれたマップ。口の無い人々から、またコミカルな雰囲気の小動物や建物から、

市民の息遣いが聞こえてくるよう。蝉の声に包まれて神社や店を巡り歩き、気分はすっかり異邦人。

木々も、民家も、お団子までも、歴史の刻まれた味わい深い物に見えてくるから不思議です。

　「りぶらぶらりマッププロジェクト」第2弾はポストカード。花見団子の串の先や、五平餅の色合

い、味噌田楽のふちの色まで、製作者茶畑さんのプロのこだわりと熱い思いが隅々まで行き届いた

カードです。眺めていると、岡崎市民であることが何やら誇らしくなってきます。かくいう私、実

は岡崎市民歴まだ5カ月。「よし ! 今日も岡崎市を堪能するぞ !」と、マップから顔を上げて再び歩

き出すのでした。

岡崎公園の大黒松は、「いそぐべからず」（東照公遺訓）の見本のようでした。

（文／絵　きむらみわ）

　前号の小欄「編集スタッフ募集」に早速のレスポンス有
り !!  やったぁ !  なんと、編集スタッフが一気に倍増しま
した !  新しい戦力が加わり、紙面もどんどん進化を遂げ
ます。今後は皆様からの投稿欄も検討中です。読むだけじゃ
ない、みんなでつくろうLibra I on !  参加してね♪


